





































当たり前のこととして成長する。明治 30 年（1897 年）光太郎は 15 歳で父
の教える東京美術学校の生徒となり、彫刻科で父から直接の指導を受ける。
19 歳で彫刻科を卒業し、そのまま研究科に残り制作活動を続ける。22 歳の






















明治 44 年（1911 年）に長沼智恵子と出会う。
1.2.　長沼智恵子








智恵子は、地元の尋常小学校に明治 26 年（1893 年）6 歳の時に入学する。
小学校の頃から智恵子は成績がよく、常に 1、2 番であった。性格はおとな























































44 年（1911 年）の 12 月末である。智恵子はこの年 26 歳、光太郎は 28 歳
である。日本女子大学校の先輩の柳八重9）の紹介で、智恵子は光太郎の画室
を訪問する。当時光太郎はすでに有名な芸術家であり、智恵子は当然光太郎


































































膜炎の治療のために再入院している。大正 11 年（1922 年）になると病態が
悪化し、春ごろから郷里に戻って長期の静養を余儀なくされている。その後
病状は回復し、二人の生活が戻る。智恵子は再び芸術家としての活動を開始










































昭和 5 年（1930 年）7 月 29 日
自身の職業的アイデンティティの葛藤と同時に、故郷の喪失と経済的問題








7 月 15 日に睡眠薬を多量服薬し、自殺を図る。
光太郎はまだ智恵子の精神的不調についてそれほど深刻にとらえておら
ず、この時は更年期による不調であろうと考えていた。同時に不安を感じた






































































































































































昭和 10 年（1935 年）2 月 8 日
このように 2 か月余りの間、自宅での看病を続けたが、いよいよそれも










































































































































































































































































































昭和 13 年（1938 年）になると、智恵子は長らく患っていた結核の進行が
進み、夏には 38 度を超える熱が続いたが、37 度台の時には切り抜き絵の制









































































































20） 昭和 13 年 6 月。高村光太郎（2005）90–91 頁参照。
21） 高村光太郎（1995c）123 頁参照。
22） 高村光太郎（2005）151 頁参照。
23） 昭和 10 年（1935 年）4 月。高村光太郎（2005）84–85 頁参照。
24） 歌人。明治 31 年生まれ。与謝野晶子に師事して、第二期「明星」で活躍した。戦





29） 昭和 10 年（1935 年）1 月。高村光太郎（2005）83 頁参照。
30） 高村光太郎（1995b）131 頁参照。
31） 高村光太郎（1995b）132 頁参照。


























学術出版社（Klaus Conrad, Die beginnende Schizophrenie-Versuch einer Gestalt-
























Living Close to Mental Illness: 
Kotaro Takamura and His Wife, Chieko
by Amane FUKUDA
Born in the Meiji era, Kotaro Takamura was a sculptor and poet who 
was prominent during the Taisho and Showa periods. His wife, Chieko, had a 
significant influence on his struggle to become a professional artist.
After they got married, Chieko developed schizophrenia and even as her 
condition worsened, he nursed her alone at home. During this time, he was 
largely unable to work, and he faced a difficult time physically, socially, and 
mentally. During this period, he exchanged letters with one of his colleagues 
in the arts, Ayako Nakahara. At that time, no one in his professional life 
knew about his wife’s illness, but in these letters, he writes in detail about 
the pain with which he was dealing. This correspondence served as an outlet 
for his feelings of loneliness, for him to express the difficulties in taking care 
of a mentally ill person, and it provided him mental support. After Chieko’s 
death, he published a collection of poems about his relationship with her.
In this article, the relationship between Kotaro and Chieko is reviewed. 
In particular, how family members are able to remain close to a person suf-
fering from schizophrenia and how each can move forward in one’s own life 
in such situations is examined.
